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遮へいと低減係数 線量測定と計算 

出典：原子力安全委員会｢原子力施設等の防災対策について｣（昭和55年6月（平成22年8月一部改訂）） 

場所 低減係数※ 

 木造家屋（1～2階建て） 0.4 
 ブロックあるいはレンガ家屋（1～2階建て） 0.2 
 各階450～900m2の建物（3～4階建て）の1～2階 0.05 
 各階900m2以上の建物（多層）の上層 0.01 

0.1マイクロシーベルト/時 

0.04マイクロシーベルト/時 

屋内は 
・建材による遮へい 
・床下に汚染がない 
 →線量率が低下 

放射性物質 

※建物から十分離れた屋外での線量を1としたときの、建物内の線量の比 

　空間放射線量率を測定する適切なサーベイメータがない場合は、国や地方自治体な
どが発表している空間放射線量率を基に計算することができます。屋外で受ける放射
線量は、近くで計測された実測値を使います。屋内での線量率を求める場合は、建築
物による遮へいや床下に汚染が無いことを考慮し、近くの屋外線量率の値に低減係数
を掛けて、屋内の空間放射線量率を推定します。
　低減係数は建築の種類によって違います。例えば、木造家屋は外からの放射線の約
6割をカットします。ブロックやレンガの家屋、鉄筋コンクリート家屋では、より遮
へい効果が高まり、木造家屋に比べ放射線量は低くなります。また放射性物質が主に
土壌表面上にある場合は、高層階になるに従い、土壌からの距離が離れるので、放射
線量も少なくなります。
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放射性物質 

事故後の追加被ばく線量（計算例） 線量測定と計算 

低減係数 0.4 滞在時間 
屋外 8時間 
屋内 16時間 
の場合 

0.2 × 8時間（屋外の分） 
＋ 

0.2 × 0.4 × 16時間（屋内の分） 

（マイクロシーベルト/日） 

線量率（事故による上昇分 
：マイクロシーベルト/時） 
0.24 – 0.04（仮）= 0.2 

×365日 ≒1,100マイクロシーベルト/年  

平常時の値を差し引く事が重要 

実測値
（例） 

平常時
（仮） 

≒ 1.1ミリシーベルト/年 

　サーベイメータで計測される空間放射線量率には、自然界からのγ（ガンマ）線も
含まれています。もし福島第一原発事故による放射線量のみを算出する場合は、今実
測される空間放射線量率から、福島第一原発事故前の計測値（バックグラウンド値）
を引き、事故による上昇分を求めます。事故前の値は、ホームページ ｢日本の環境放
射能と放射線（http://www.kankyo-hoshano.go.jp）｣ で調べることができます。
　こうして屋外と屋内の空間放射線量率がわかれば、それぞれに、屋外で過ごす時間
や屋内で過ごす時間を乗じて、1日分の被ばく線量や 1年分の被ばく線量を求めるこ
とができます。
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